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有機薄膜素子，室内光エネルギー・ハーベスティング，アクチュエータ

導電性高分子などのウェットプロセスで製膜可能な有機半導体材料を用いた素子に関する研究を主に

行っています。最近行っている主な研究テーマは，以下の通りです。

１，電気泳動堆積法による有機半導体材料の製膜：導電性高分子やフラーレン，ルブレンなどの有機半

導体材料を電気泳動堆積法で製膜する研究に取り組んでいます。

２．有機太陽電池に関する検討：室内光エネルギー・ハーベスティングに重要な太陽電池特性について，

さまざまな照射光における特性を再現可能な等価回路モデルの構築を目指しています。

３．導電糸を用いた軽量人工筋肉の電気的特性評価と応用。

有機EL素子のマスクレス色素拡散法による塗り分けや電気泳動堆積法による導電性高分子の製膜など，

世界に先駆けて「ちょっとおもろいこと」を提案することを心がけてきました。

・室内光発電 ・有機太陽電池・太陽電池の等価回路モデル ・軽量アクチュエータ
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https://tada-lab.pages.dev/tada.htm
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